
ものづくりの未来を広げる、日々を伸展させるプレス加工の技術 

 
 

 

 

塑性加工技術（精密プレス・冷間鍛造）: 厚み0.1mm〜2.0mm程度の板材を破断させずに成

形する「深絞り加工」や、四隅の厚みを高度にコントロールする「角絞り加工」を得意としています。

さらに、シミュレーション（CAE 金属材料流動解析）を駆使し、従来の板材だけでなく金属丸棒材か

ら三次元一体成型を行う高度な冷間鍛造加工も実現しています。 

   

  表面処理技術: プレス加工後の製品に対し、バレル研磨、熱処理、化学研磨、酸洗浄などを自社

で柔軟に行うことで、硬度調整・外観品質向上・清浄度向上といった高い付加価値を一貫して提供

できます。 

 

品質評価技術（先進センシングと DX）: 

金型内にカメラやセンサ（ブランク欠けセンサ、

サーモカメラ、インラインカメラ、ピエゾボルト

による振動波形応力判定、レーザー変位計な

ど）を組み込み、リアルタイムで不良の予兆を

検知する先進的なインライン検査システムを構

築。「関西ものづくり新撰」を複数回（8 回連続

など）受賞する高い評価を得ています。 

 

 

 

「バリ」を出さない革新的切断工法（ラウンドトリム®）: 金属材料のプレス切断時に製品上にバ

リを発生させない独自技術を確立。車載電池などのデリケートな機能部品において、後工程のバリ

取りを不要にしつつ高い安全性を担保します。 

 

プレス一貫生産ラインによる効率化: プレス加工から脱脂・検査・梱包、さらには複数種類の部

品を同時に加工してロボットで自動搬送し 1 つのトレーに整列梱包する全自動システムを構築。仕

掛品を出さず、欠品リスクを排除した安定供給を可能にしています。 

 

難加工・形状のソリューション提案能力: 溶接や切削を必要としていた複数部品の結合を、薄

い材料を局所的に集約させて厚みを確保する「増肉加工」＋「タップ加工」などの技術によって、プレ

ス加工のみでの一体成形化（一貫生産化）へ置き換える提案力を有します。 

日伸工業株式会社 

 

自社技術の適用例 

自社のコア技術と強み、アピールポイント 

 


